
 

 

［成果情報名］捕食性天敵タバコカスミカメをナスの周年栽培体系で利用する技術「ゴマまわし」 

［要約］ナスを周年栽培する露地圃場や施設に天敵温存植物のゴマとクレオメを連続して植栽することによ

り、タバコカスミカメの活動を周年にわたって強化することができ、その効果としてミナミキイロアザミ

ウマの発生密度を低く抑えることができる。 
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［背景・ねらい］ 

ナスの露地と促成（施設）の周年栽培体系では、ぞれぞれの作型の始期と終期が重なる。つまり、露地

栽培終期の 8～9 月頃に、促成栽培が始まり、促成栽培終期の 5 月頃には露地栽培が始まる。このことか

ら、周年栽培体系の栽培地では栽培終期に増殖したミナミキイロアザミウマが他方の作型に移動、定着し、

増殖するといった悪循環を繰り返すことになる。また、本種は各地で種々の薬剤に対する抵抗性を獲得し

ていること（古味,2003；柴尾ら,2007； Bao et al.,2014）から、生産現場では化学農薬に依存した防除

が困難となってきている。一方、アザミウマ類などの捕食性天敵タバコカスミカメ（以下、カスミカメ）

は、生物的防除資材として有効であり（中石,2013）、ゴマでの増殖が可能である（中石ら,2011）。 

そこで、ナスの露地と促成の周年栽培体系において、カスミカメの活動を周年にわたって強化するため、

両作型におけるゴマなど天敵温存植物（以下、温存植物）を利用した管理技術を開発する。 
 
［成果の内容・特徴］ 

１． 開発した一連の管理技術は、ナスの周年栽培体系においてゴマやクレオメを植栽し、そこで温存・増

殖したカスミカメを、それぞれの栽培終期に他方の作型へ人為的に移すことで周年にわたってミナミ

キイロアザミウマに対する発生抑制効果を持続させる方法であり、以下により、実践できる（図1）。

なお、本技術を「ゴマまわし」と称する。 

１）露地栽培では、ゴマをナスの畝の端（図2）や株間に5月上中旬頃から1か月ごとに3回程度植栽

し、カスミカメを温存・増殖する。ゴマで殖えたタバコカスミカメの寄生密度は、植栽2か月以降に

鞘が黄変するなどの生育状態の悪化により減少するが、その頃よりナスに移動し、ナスにおける寄生

密度は増加する（データ省略）。なお、土着のヒメハナカメムシ類の発生ピークは7月上旬、カスミ

カメは9月上旬となることから、栽培期間中にわたってアザミウマ類の捕食性天敵が維持される（デ

ータ省略）。 

２）促成栽培では、夏場の土壌消毒終了後に、施設内の谷間換気口下などの空きスペースにゴマを植栽

し（図 2）、露地で殖えたカスミカメを採集し放す。ナス定植後も同様の方法により放す。カスミカ

メはゴマで増殖するが、11月頃より鞘が黄変するなどの生育状態の悪化により、寄生密度は減少する。

その一方で、ナスにおける寄生密度は増加する（データ省略）。なお、冬季にはゴマが枯死するので、

クレオメをナス定植後にゴマと同じ箇所に植栽しておく。 

３）翌年6月頃には、クレオメで増殖したカスミカメを採集し露地に植栽したゴマに放す。また、ナス

定植前に植栽したゴマのこぼれ種が発芽し、生育する場合があるので、増殖したカスミカメを同様と

する。さらに、促成栽培終了後（7月頃）には処分前の同植物より同虫を採集し露地のナスに放す。 

２．開発した管理技術を実践することにより、露地、促成栽培とも化学農薬を使用（定植時は除く）しな

くとも、ミナミキイロアザミウマを栽培期間中、低密度に抑えることができ（図3、4）、同虫による

被害果はほとんど発生しない（データ省略）。  

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：ナス栽培生産者 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及予定台数等：西南暖地におけるナスの周年（露地と促成）栽培地 






